
一般質問
中
島　
制
度
概
要
は
。

答
弁　
こ
の
制
度
は
、「
所
有
者
不
明
土

地
」
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
に

相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
っ
て
土
地
の
所
有

権
を
取
得
し
た
相
続
人
が
、
条
件
次
第
で

土
地
を
手
放
し
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
制
度
で
す
。

中
島　
申
請
の
流
れ
は
。

答
弁　
地
方
法
務
局
で
手
数
料
（
一
筆
あ

た
り
１
万
４
千
円
）
を
支
払
い
承
認
申
請

を
行
い
ま
す
。
申
請
後
法
務
局
に
よ
る
要

件
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
れ
ば
負
担

金
（
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
２０
万
円
）
を
納

付
す
る
こ
と
で
国
庫
帰
属
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
山
林
な
ど
は
面
積
他
条
件
に
応
じ

た
算
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
島　
土
地
の
要
件
は
。

答
弁　
申
請
の
段
階
で
直
ち
に
却
下
と
な

る
要
件
と
審
査
の
段
階
で
不
承
認
と
な
る

要
件
が
法
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
該
当

す
る
土
地
は
国
庫
帰
属
で
き
ま
せ
ん
。

中
島　
来
年
度
か
ら
始
ま
る
相
続
登
記
義

務
化
の
説
明
を
。

答
弁　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
「
相
続

登
記
の
義
務
化
」
が
実
施
さ
れ
、
相
続
で

不
動
産
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内

に
正
当
な
理
由
が
な
く
登
記
・
名
義
変
更

手
続
き
を
し
な
い
と
１０
万
円
以
下
の
過
料

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
登
記
名
義
人

が
住
所
変
更
し
た
場
合
の
不
動
産
登
記
も

義
務
化
さ
れ
、
２
年
以
内
に
正
当
な
理
由

が
な
く
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
５
万
円
以

下
の
過
料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

中
島　
国
庫
帰
属
土
地
が
増
え
た
場
合
の

問
題
点
は
。

答
弁　
良
い
点
と
し
て
、
望
ま
な
い
土
地

の
取
得
に
よ
る
負
担
軽
減
や
管
理
不
全
の

土
地
が
減
り
ま
す
。
問
題
点
と
し
て
、
固

定
資
産
税
の
税
収
減
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
島　
市
長
の
考
え
は
。

答
弁　
管
理
不
全
の
空
き
家
や
空
き
地
の

相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
所

有
者
不
明
土
地
の
発
生
を
抑
制
す
る
有
効

な
手
段
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中 島 國 孝 議 員

相
続
土
地

国
庫
帰
属
制
度
に
つ
い
て

尾
形　
認
知
症
高
齢
者
の
現
状
把
握
は
。

答
弁　
令
和
４
年
度
７５
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
加
入
者
３
，４
３
４
人
の

う
ち
５
２
３
人
（
約
１５
・
２
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

尾
形　
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
に
は
予
防

と
共
生
の
両
輪
と
し
て
施
策
推
進
と
あ
る

が
現
状
は
。

答
弁　
予
防
と
し
て
は
生
活
習
慣
病
の
重

症
化
か
ら
の
認
知
症
に
な
り
や
す
い
事
実

を
根
拠
に
治
療
の
継
続
お
よ
び
健
診
受
診

を
勧
め
て
い
ま
す
。
共
生
と
し
て
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど
を
通
し
て
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

認
知
症
の
人
と
暮
ら
す
家
族
の
生
活
支
援

ニ
ー
ズ
と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
と

し
た
支
援
者
を
繋
ぐ
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の

設
置
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

尾
形　
市
民
に
対
す
る
啓
発
は
。

答
弁　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

は
じ
め
認
知
症
カ
フ
ェ
に
て
、
多
久
市
の

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
配
布
、
さ
ら
に
市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周
知
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
講
座
に
関
し
て
は
市
内

義
務
教
育
３
校
で
前
後
期
課
程
向
け
講
座

や
地
域
企
業
、
住
民
向
け
な
ど
多
岐
に

行
っ
て
い
ま
す
。

尾
形　
認
知
症
の
見
守
り
支
援
は
。

答
弁　
地
域
や
関
係
機
関
で
の
見
守
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
徘
徊
な
ど
の

お
そ
れ
が
あ
る
認
知
症
高
齢
者
の
人
に
は

チ
ャ
ッ
ト
方
式
で
位
置
情
報
が
確
認
で
き

る
見
守
り
支
援
シ
ー
ル
交
付
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

尾 形 武 史 議 員

認
知
症
に
対
す
る

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

千
北　
正
確
な
引
き
渡
し
日
は
。

答
弁　
使
用
貸
借
物
件
引
渡
確
認
書
に
よ

り
令
和
９
年
９
月
３０
日
ま
で
が
契
約
の
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
北　
タ
ク
ア
の
営
業
実
績
な
ど
、
多
久

市
へ
の
報
告
は
。

答
弁　
毎
月
の
利
用
状
況
や
決
算
資
料
に

つ
い
て
も
定
期
的
に
提
出
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

千
北　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

状
況
は
。

答
弁　
市
内
４
か
所
あ
る
ゴ
ル
フ
場
で

は
、令
和
５
年
１
月
か
ら
１１
月
ま
で
に
３
，

７
６
２
人
、
タ
ク
ア
の
宿
泊
に
つ
い
て
は

４
月
か
ら
１１
月
末
ま
で
に
７
２
９
人
の
外

国
人
の
お
客
様
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
北　
経
営
に
お
け
る
市
と
し
て
の
助
成

は
。

答
弁　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
に
よ
る
事

業
者
向
け
の
多
久
市
独
自
策
は
行
っ
て
い

ま
す
が
、
運
営
に
関
す
る
経
費
な
ど
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

千
北　
１０
年
経
過
時
点
の
契
約
の
更
新
、

新
規
で
の
更
新
契
約
、売
却
な
ど
将
来
は
。

答
弁　
タ
ク
ア
と
の
契
約
更
新
に
関
す
る

協
議
を
早
い
段
階
で
、
市
と
し
て
の
方
針

な
ど
を
踏
ま
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

よ
り
よ
い
方
向
性
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

公
立
佐
賀
中
央
病
院
の
土
地
開
発
に
つ
い
て

千
北　
か
ん
が
い
用
水
の
確
保
な
ど
、
問

題
が
出
て
き
た
時
の
対
応
は
。

答
弁　
基
本
的
に
は
多
久
小
城
医
療
組
合

で
対
応
し
ま
す
が
、
で
き
な
い
場
合
に
つ

き
ま
し
て
は
多
久
市
、
ま
た
、
小
城
市
で

協
議
を
し
、
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 千 北 政 利 議 員

天
山
多
久
温
泉
タ
ク
ア

に
つ
い
て

一般質問

彌
冨　
市
政
７０
周
年

記
念
事
業
は
市
民
が

誇
れ
る
・
市
と
し
て

品
格
の
あ
る
式
典
内

容
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
弁　
今
日
ま
で
多
久
市
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
人
に
敬
意
と
感
謝
を
表
し
、
未
来

志
向
の
式
典
事
業
に
し
ま
す
。

記
念
式
典
・
冠
記
念
事
業
・
特
別
事
業
お

よ
び
市
民
の
参
加
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

彌
冨　
式
典
行
事
へ
の
提
案

　
①�

市
内
中
学
校
・
高
校
吹
奏
学
部
・
消

防
楽
隊

　
②
多
久
の
近
現
代
歴
史
展

　
③
多
久
市
の
未
来
へ
の
講
話

　
④�

子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
な
ど

答
弁　
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

池
田
学
氏
の
絵
画
の
購
入
に
つ
い
て

彌
冨　
絵
画
購
入
は
以
前
か
ら
総
合
計
画

に
あ
っ
た
の
か
。
購
入
後
も
市
民
か
ら
は

賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市

民
生
活
が
大
変
な
時
に
、
子
育
て
支
援
な

ど
に
活
用
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

答
弁　
以
前
よ
り
池
田
氏
の
絵
画
を
本
市

が
持
つ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い

て
、
同
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
よ
り
提
案
さ

れ
市
で
も
絵
画
を
持
つ
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

彌
冨　
保
管
管
理
は
１
０
０
年
～
５
０
０

年
間
と
維
持
可
能
か
。

答
弁　
温
度
・
湿
度
の
徹
底
管
理
を
し
て

お
り
・
紙
の
材
質
・
イ
ン
ク
も
特
殊
で
長

期
保
存
が
可
能
で
す
。

彌
冨　
常
設
場
所
は
。

答
弁　
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
で
す
。
一
部

は
カ
ナ
ダ
な
ど
個
展
貸
与
で
す
。

彌
冨　
市
の
財
産
と
し
て
購
入
し
た
の
で

あ
れ
ば
池
田
学
賞
な
ど
の
文
化
事
業
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
世
界
的
に
評
価
も
高
い
、
多
久
市

出
身
の
画
家
で
す
。
本
人
の
意
見
や
状
況
も

慎
重
に
見
守
り
、
貴
重
な
提
起
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
進
展
・
展
開
に
向
け
て
市
と

し
て
し
っ
か
り
考
え
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 彌 冨 博 幸 議 員

多
久
市
市
政
施
行
７０
周
年

記
念
事
業
と
は
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